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2.3=リプ翼グラムー細胞の遺伝子発解
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細胞瑚以降胚盤
胞期胚までの発生率が増加した
3.2.リプ減グ
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ットにおいて
核移植技術が有効であることが示された
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本研究は体
そのリプログ
 ム核移植技術の可能性を追求し,
i.哺乳類体細
細胞がXθ刀
 リプログラムされること,
2.マウスで
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スファターゼ
与する細胞に類似した特性を持?こと,
3.リプログ
で胚盤胞期胚
 痕数が有意に増加すること,
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 で分割率が有意に高くなること
 を開らかにし、た。
本研究で得ら
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核移植技術
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論文審査結果要旨
本砺究は体外培養
植技術へ応罵するダブ
まず第蓋車では,
ラムについて実験
の発現が誘導され
S8,L醜9およびβ
殖細胞の分化や形成に関与する細胞に似た特徴を持
第2章では,リプロ
細胞を核移植に用
胞を用いた体細胞
有意に増加した。
 ログラム核移植技術の可能性が示された。
第3章では,Xe鍛。
クローン胚作出へ
理することによ
認められたことか
が示された。リプ
生率が増加した。
 Xe験。騨s卵子抽出液処理に
本研究で得られた
である。本砺究
細胞樹立の研究に貢献
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